（研究報告）子どもへのグリーフケアに関する親の認識と実践の現状と困難性 by 金谷 雅代 & 西村 真実子




































































児の親 204 名である．調査期間は，平成 26 年９
月から 11 月であった．























































































やそう思う 26 人（32.5％），非常にそう思う 25
人（31.3％）と答えたものが多かったが，同様に
分からない 22 人（27.5％）という回答もやや多
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                          ｎ＝80（％）
性別 男性：4人（5.0）     女性：76人（95.0）
年齢 02 代：4人（5.0） 30代：54人（67.5） 40代：22人（27.5）
子どもの人数 1人：6人（7.5）  2人：34人（42.5）  3人：31人（38.8）    




あり：34人（42.5）    なし：46人（57.5）
死別経験の対象との関係
（複数回答）
祖父：13人（16.3）  祖母：8人（10.0）  父：2人（2.5）  
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      ｎ＝80 
死別経験の
有無
否定的意見 分からない 肯定的意見 無回答
子どもは死別（喪失）を経験すると深い悲しみ
を感じている（感じていた）
あり 3(3.8) 7(8.8) 24（30.0）
なし 4（5.0） 15（18.8） 27（33.8）
子どもは死別（喪失）を経験しても思っている
ことを何も話さない（話さなかった）
あり 23（28.7） 4（5.0） 7（8.8）
なし 16（20.0） 18（22.5） 12（15.0）
子どもは忘れるのが早い（早かった） あり 24(30.0) 4(5.0) 6（7.5）
なし 17(21.3) 17(21.3) 12(15.0)  
子どもは『死』を理解している あり 4(5.2) 6(7.8) 24(31.2)  
なし 8(10.4) 21(27.3) 14(18.2) 3 
子どもは大切な人の『死』を自分のせいだと感
じる（そう話した）
あり 29(36.3) 3(3.8) 2(2.5)  
なし 31(38.8) 14(17.5) 1(1.3)  
子どもは死別（喪失）を経験すると怒りを表出
する（表出した）
あり 31(38.8) 2(2.5) 1(1.3)  
なし 19(23.8) 25(31.3) 2(2.5)  
子どもに事実を伝える あり 1(1.3) 3(3.8) 30(37.5)  
なし 1(1.3) 5(6.3) 40(50.0)  
死別した対象との思い出を共有する あり 1(1.3) 3(3.8) 30(37.5)  
なし 3(3.8) 6(7.5) 37(46.3)  
子どもと話し合う,一緒に遊ぶ（思いを出しやす
く）
あり 1(1.3) 2(2.5) 31(38.8)  
なし 3(3.8) 7(8.8) 36(45.0)  
専門家に相談する あり 16(20.0) 11(13.8) 7(8.8)  
なし 11(13.8) 25(31.3) 10(12.5)  
同じ体験をした子どもの集まる「場」に出かけ
る
あり 20(25.0) 11(13.8) 3(3.8)  
なし 18(22.5) 18(22.5) 10(12.5)  
面会など,子どもに立ち会わせる あり 14(17.9) 5(6.4) 14(17.9) 1 
なし 10(12.8) 16(20.5) 19(24.4) 1 
子どもが考えていることを理解しようとする あり 14(17.9) 3(3.8) 16(20.5) 1 
なし 4(5.1) 9(11.5) 32(41.0) 1 
子どもを不安にさせないようにする あり 9(11.5) 3(3.8) 21(26.9) 1 
なし 3(3.8) 6(7.7) 36(46.2) 1 
死や病気について子どもがわかるように話す あり 7(9.0) 0(0.0) 26(33.3) 1 
なし 3(3.8) 4(5.1) 38(48.7) 1 
子どもの変化（表情がない,眠れないなど）に
気づく
あり 13(16.7) 7(9.0) 13(16.7) 1 
なし 7(9.0) 10(12.8) 28(35.9) 1 
表６　子どもの死別（喪失）経験の有無別にみた各項目の親の認識
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　This study examines difficulties that parents face in recognizing grief in bereaved children and 
discusses practices related to grief care for children. A survey comprising an anonymous, self-
administered questionnaire was mailed to parents of five- and six-year-old children. It was found 
that majority of the people surveyed did not have experience of bereavement in children. 
Regarding the parents’ recognition of their child’s reaction, majority of the group that had 
experienced bereavement in children answered in the positive when asked whether “children 
understand the death.” Regarding the parents’ recognition of the necessity of grief care, majority of 
the group that had experienced bereavement in children had negative opinions on the following 
items: “consult a specialist” and “visit places where children with similar experiences gather.” 
Concerning the method of grief care, it is important to disseminate the efficacy of group care and 
specialist intervention widely, and initiatives for grief care must be undertaken by families and the 
society as a whole. 
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